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神戸市立須磨海浜水族園企画展におけるアンケート調査をもとにした魚食普及 

および豊かな海づくり活動推進方法の検討 

中桐 栄 1)･梶原慧太郎 1) 

1)兵庫県立農林水産技術総合センター水産技術センター，兵庫県明石市 674-0093 

 
 近年，全国的に魚離れが進むとともに地元水産業や海に対する興味が薄れている．この

ため，官民が連携して魚食普及や豊かな海づくり活動を推進し，これら活動の実効性を高

める必要がある．その一環として，2021 年度に神戸市立須磨海浜水族園の企画展におい

て，来場者の魚食実態および豊かな海づくり活動に対する認知度と意識についてアンケー

ト調査を実施した．その結果，低年齢層が魚を食べる頻度や嗜好は，魚介類を料理する人

が魚介類を好むほど高くなる傾向があり，魚食への嗜好と豊かな海づくり活動の認知度向

上が，人々の海への関心や豊かな海づくりにかかる各種活動への参加意欲を高めることが

示唆された．また，2019 年度に実施したアンケート調査結果と比較して，2 年間の広報やイ

ベントの実施によって，活動の認知度が有意に向上したことが確認された．これらのことから，

親子で参加できる料理教室やオープンサイエンス等の実施，動画サイトやインフルエンサー

を活用した広報の継続が，魚食普及や豊かな海づくり活動の推進に有効であると考えられ

た． 
  

キーワード：魚食普及，豊かな海づくり活動，魚食文化，オープンサイエンス，インフルエン

サー 

 

You can see the English abstract on the last page of this article. 

 

緒 言 

 我が国の魚介類消費量は減少傾向にあり（水産庁, 
2022），兵庫県でも魚離れが進み，県民の地元の水

産業や海に対する興味が薄れていることが懸念され

ている．魚介類を通じて，海や水産業に興味を持っ

てもらうためには，官民が連携して魚食普及を進め

る必要がある（水産庁, 2007）．また，魚食普及活動

の実効性を高めるためには，県民の水産物に対す

る需要動向や魚食実態の把握が重要である． 
兵庫県では，漁業者，水産関係団体，生活協同

組合，行政，試験研究機関が協力し，ひょうご豊か

な海づくり発信プロジェクト協議会（以下，「協議会」

という．）を設立し，魚食普及や豊かな海づくり活動

に関する情報発信を行っている（中桐・高倉, 2021）．

ここで示す「豊かな海づくり活動」とは，藻場造成や

かいぼり等，漁業者や地域住民，行政が取り組む豊

かな海（人の活動と自然が調和した美しい景色があ

り，生物多様性と生物生産性が高い海（反田ら , 
2014））の実現を目指す活動全般を指す．本協議会

は，魚食普及や地域住民を巻き込んだ豊かな海づ

くり活動の輪を広げることを目的に，2018 年度から

毎年，神戸市立須磨海浜水族園において，豊かな

海を広報する企画展を開催してきた．2021 年度は，

魚食をテーマとした企画展「ひょうごの海の魚を知ろ

う！」を同水族園内で開催した．本企画展では設置

型のアンケートを実施し，来場者を対象として魚食

の実態や豊かな海づくり活動に対する認知度等に

ついて調べた．本報告では，2021 年度のアンケート

調査の結果をとりまとめ，本県で魚食普及や豊かな

海づくり活動を効果的に推進するための方法につい

て考察するとともに，2019 年度に実施した豊かな海

づくり活動に関するアンケート調査結果（中桐・高倉, 
2021）と比較した。 

 

材料および方法 

 本企画展では，①兵庫県内で漁獲される魚をネタ

としたお寿司，海の栄養環境のパネル，②兵庫県で

漁獲される寿司ネタとなる水産生物（魚介類）の生体，

③食材としての魚介類の鮮度保持方法，加工方法

等についてのパネルを小学校高学年以上の来場者

受付 2023.3.13，受理 2023.6.30 連絡者：中桐 栄 sakae_nakagiri@pref.hyogo.lg.jp 

674-0093 兵庫県明石市二見町南二見 22-2 TEL 078-941-8601 FAX 078-941-8604 

兵庫県立農林水産技術総合センター研究報告 6：6-16，2023 



7 
 
を対象に展示した．アンケート調査は，中桐・高倉

（2021）の方法に準じ，2022 年 2～3 月に企画展の

来場者に対して会場設置型で実施した（表 1（a））．

アンケートの調査項目は，3 つのカテゴリー（企画展

の内容への関心，魚食に関する意識・行動，海づく

り活動に対する意識）とした（表 1（b））．本アンケート

では，設問への不備（記入漏れ，複数回答など）が

ある回答票も集計に加えた．また，結果整理段階で

の回答者属性の偏りは考慮しなかった． 
アンケートの分析は，魚食に関する意識・行動に

対する回答と個人属性との関係，家庭等で魚介類

を料理する人と料理してもらう回答者の魚介類への

嗜好度の関係，魚種別季節別の魚介類の食べ方

（回答数の多い魚種・食べ方を主な魚食文化と仮定

した）の傾向，豊かな海づくり活動認知度（以下，「認

知度」という．）の経年変化，認知度と活動への協力

意欲および魚介類の嗜好度との関連性について行

った．居住地域別の認知度，認知度別の活動への

参加意欲，認知度の経年変化については χ2 検定に

より解析した（p < 0.01）． 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．今回の企画展で印象に残ったことは？（複数に○）
①寿司のネタになる魚たちの展示 ②兵庫の海でとれる魚たち ③瀬戸内海の状況
④生態系ピラミッドのこと ⑤海の栄養のこと ⑥豊かな海づくりの取組
⑦魚の鮮度をたもつ方法 ⑧その他（ ）

２．寿司ネタで大好きな魚介類はなんですか？（複数に○（３つまで））
①マダイ ②マダコ ③カニ ④シャコ ⑤イカ ⑥サーモン ⑦ブリ（ハマチ） ⑧アジ
⑨アナゴ ⑩マグロ ⑪ウニ ⑫シラス ⑬ その他（ ）

３．今回の企画展をみて良かったと思いますか？（１つに○）
①満足（また企画をしてほしい） ②普通 ③あまり満足でない ④わからない

４．「兵庫県といえば」で連想する魚介類は？（複数に○（３つまで））
①アカガレイ ②マガキ ③スルメイカ ④マコガレイ ⑤ベニズワイガニ ⑥ガザミ
⑦イカナゴ ⑧ハタハタ ⑨マダコ ⑩マダイ ⑪ズワイガニ ⑫シラス ⑬ホタルイカ
⑭ノリ ⑮イシダイ ⑯シャコ ⑰ヒラメ ⑱マナマコ ⑲その他（ ）

５．日常の食事で魚介類をどれくらい食べますか？
①毎日 ②2～3日に1回 ③週に1回 ④2週間に1回 ⑤月に1回 ⑥ほとんど食べない
⑦その他（ ）

６．あなたは魚や貝や海藻を食べるのは好きですか。（１つに○）
①大好き ②好き ③普通 ④きらい ⑤大きらい

７．魚や貝や海藻の料理を主にしてくれる人は誰ですか（１つに○）
①自分 ②お父さん ③お母さん ④夫 ⑤妻 ⑥息子 ⑦娘 ⑧その他（ ）

８．7で料理をしてくれる人は魚や貝や海藻を食べるのが好きですか（１つに○）
①大好き ②好き ③普通 ④きらい ⑤大きらい

９．1年のうちでこの時期には必ずこれを食べるという魚や貝や海藻がありますか。
魚介類のなまえ：（ ） 料理法：（ ） 時期：（ ）
魚介類のなまえ：（ ） 料理法：（ ） 時期：（ ）
例：（マダイ）（塩焼き）（お正月）など

10．兵庫県内で「豊かな海」を守り・伝える活動をしている事はご存じでしたか。（１つに
○）

①おおむね知っていた ②まあ知っていた ③あまりよく知らなかった
④知らなかった（今回初めて知った）

11．「豊かな海」を守る活動に協力したいですか？（１つに○）
①できればしたい ②わからない ③したくない

最後にあなたのことについて教えてください。（〇をつけて下さい）
【性別】男性・女性・その他
【職業】こども（小学校以下） 学生（中学・高校・大学） 農業 漁業 会社員 公務員

自営業 家事育児
【年齢（才)】12以下・13～19・20代・30代・40代・50代・60代・70以上
【どこから来ましたか】阪神・播磨・淡路・但馬・丹波・兵庫以外の近畿・四国・中国・
その他（ ）

表 1 魚食実態および豊かな海づくり活動に対する認知度と意識に関するアンケート設問様式（a） 
および調査項目（b） 

（a）アンケート設問様式 
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結 果  

アンケート票の回収枚数は 2,370 枚であった．回答の

男女比は 897：1,370（およそ 1：1.5）と女性の比率が

高かった（表 2）．回答者の 41.5%が 12 才以下の低

年齢層であった．また，全回答者の 74.7%が兵庫県

内在住であり，そのうち 79.9%が阪神地域在住であっ

た（表 3）．

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（b）調査項目 
項目 設問番号 質問内容
企画展の内容への関心 1 企画展で印象に残ったこと（8項目）

2 好きな寿司ネタ（13項目）
3 企画展に対する満足度（4段階）

魚食に関する関心・行動 4 兵庫県で代表的な魚介類（19項目）
5 魚介類を食べる頻度（7段階）
6 魚介類の嗜好度（5段階）
7 家庭における魚介類の料理提供者（8項目）
8 料理提供者の魚介類の嗜好度（5段階）
9 時期別の魚食行動

海づくり活動に対する意識 10 海づくり活動の認知度（4段階）
11 豊かな海づくりへの参加意向（3段階）

回答者の属性項目 性別（男、女、その他）
職業（こども、学生、農業、漁業、会社員、公務員、自営業、家事育
児）
年齢（12以下、13～19、20代、30代、40代、50代、60代、70以上）
居住地（県内、近畿、四国、中国、その他）

区分
12才

以下

13-19

才
20代 30代 40代 50代 60代

70代

以上
無答 総計

男 442 49 67 135 128 38 16 6 16 897

女 500 84 118 332 189 63 45 11 28 1,370

その他 4 1 2 2 1 10

総計 946 134 187 469 317 101 62 17 44 2,277

年齢比(%) 41.5 5.9 8.2 20.6 13.9 4.4 2.7 0.7 1.9 100

表 2 アンケート回答者の属性 

図 1 アンケート回答者の年代別の好きな寿司ネタ 

表 3 アンケート回答者の居住地域 
居住地域 阪神 播磨 淡路 但馬 丹波 近畿 四国 中国 その他

人数 1338 293 27 9 8 459 14 41 56

地域比(%) 59.6 13.1 1.2 0.4 0.4 20.4 0.6 1.8 2.5

※阪神：神戸市、尼崎市、西宮市、芦屋市、伊丹市、宝塚市、川西市、三田市、猪名川町

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

12才以下

13-19才

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

アンケート設問2の回答比率

年
代

の
別

①マダイ ②マダコ ③カニ ④シャコ ⑤イカ
⑥サーモン ⑦ブリ ⑧アジ ⑨アナゴ ⑩マグロ
⑪ウニ ⑫シラス ⑬その他

0 20                                  40                                  60                                   80              100（%）
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設問 1 の企画展で印象に残ったこと，の回答は，

①寿司のネタになる魚たちの展示（42.5%）が最も多

く，次いで②兵庫の海でとれる魚たち（20.9%）の順で

あった．設問 2の寿司ネタで好きな魚介類は何か，の

回答は，⑥サーモン（19.9%）が最も多く，次いで⑩マ

グロ（16.9%），⑦ブリ（11.3%），①マダイ（8.4%）の順

であった．年齢別では，⑥サーモンを選ぶ比率は，

12 才以下 21.6%，13～19 才 24.1%，20 代 24.6%で

あり，⑩マグロを選ぶ比率は，12 才以下 22.1%，13～

19 才 17.9%となり，若い世代が高い傾向にあった（図

1）．設問 3 の企画展をみてよかったと思うか，の回答

は，①満足（また企画してほしい）が 79.5%であった． 
設問 4 の兵庫県から連想する魚介類は何か，の回

答は，回答者全体では，⑨マダコ，⑦イカナゴ，⑩マ

ダイ，⑭ノリの順に多かった（図 2）．兵庫県内居住回

答者では⑨マダコ，⑦イカナゴ，⑩マダイ，⑭ノリ，⑫

シラス，兵庫県外居住回答者では，⑨マダコ，⑩マダ

イ，⑦イカナゴ，⑬ホタルイカ，⑫シラスの順であった．

設問 5 の魚介類を食べる頻度，の回答は，②2～3 日

に 1 回（49.0%）が最も多く，次いで③週に 1 回が多

かった．年齢別にみると 30 代以上の回答者の食事

頻度が高い（①毎日,②2～3 日に 1 回とした回答割

合が多い）傾向にあった（図 3）．設問 6 の回答者の

魚介類の嗜好，の回答は，①大好き（55.3%）が最も

多く，次いで②好き（31.0%），④きらいおよび⑤大き

らいとした回答は少なく，全体の 2.2%であった（表 4）．

設問 7 の魚介類の料理をしてくれる人は誰か，の回

答は，③お母さん（52.2%），①自分（26.5%），②お父

さん（9.4%）の順となっていた．設問 8 の料理をしてく

れる人の魚介類の嗜好，の回答は，①大好き（52.3%）

が最も多く，次いで②好き（34.7%）が多かった．④き

らいおよび⑤大きらいとした回答は少なく，全体の

1.4％であった． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

12才以下
13-19才

20代
30代
40代
50代
60代

70代以上

アンケート設問5の回答比率

年
代

の
別

①毎日 ②2～3日に1回
③週に1回 ④2週間に1回
⑤月に1回 ⑥食べない
⑦その他

0 20         40        60        80       100（%）

図 2 アンケート回答者が兵庫県から連想する魚 
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図 3 アンケート回答者の年代別魚介類の

食事頻度 

表 4 アンケート回答者の魚介類嗜好度 
回答項目 ①大好き ②好き ③普通 ④嫌い ⑤大嫌い 総計

回答数 1307 733 273 33 19 2365

比率(%) 55.3 31.0 11.5 1.4 0.8 100.0

回答項目は表1aの設問6を参照 
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自分以外の人が料理をしてくれる場合，料理する人

の嗜好の違いによって，回答者が魚を食べる頻度お

よび嗜好度が異なっており，料理する人の魚介類へ

の嗜好が高いほど，回答者本人が魚を食べる頻度が

高く，魚を嗜好する傾向がみられた（図 4, 5）．設問 9
の一年のうちで必ず食べる魚介類は何か，の回答は，

多い順に，イカナゴ（337 件），マダイ・タイ（311 件），

ブリ・ハマチ（272 件）であった（表 5）． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

設問 10 の豊かな海を守り・伝える活動を知ってい

たか，の回答は，①おおむね知っていた（11.6%）お

よび②まあ知っていた（21.5%）であり，回答者全体の

33.1%が認知していた（表 6）．居住地域別の豊かな

海を守り伝える活動の認知度（①おおむね知ってい

た，②まあ知っていたと回答した人の比率）は，高い

順に兵庫県内（36.2%），近畿（25.1%），それ以外

（18.2%）となっており（図 6），居住地域により認知度

に違いがみられた（χ2（6） = 55.84, p < 0.01）．2019 年

度に実施した同じ設問によるアンケート調査の結果

（中桐・高倉, 2021）と比較して，2 年間で活動の認知

度が 28.2%から 33.1%へ有意に高くなっていた（χ2（3） 
= 33.00, p < 0.01）（図 7）． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

③普通

②好き

①大好き

アンケート設問5の回答比率

ア
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回
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目

①毎日 ②2～3日に1回

③週に1回 ④2週間に1回

⑤月に1回 ⑥食べない

⑦その他

0 20       40      60       80      100（%）

図 4 料理する人の魚介類嗜好別，アンケート

回答者の魚介類食事頻度 

表 5 アンケート回答者の一年間で必ず食べ

る魚，料理方法および季節（回答数の多

かったもの） 

図 5 料理する人の魚介類嗜好別，アンケート

回答者の魚介類嗜好 

魚種 回答数 料理方法 回答数 食べる季節 回答数

イカナゴ 338 生 6 春 280
焼く 2 夏
煮る 307 秋 3
蒸す 冬 17

揚げる 1
汁物

その他 2

魚種 回答数 料理方法 季節

マダイ・タイ 311 生 41 春 34
焼く 213 夏 8
煮る 30 秋 3
蒸す 2 冬 25

揚げる 1 正月 159
汁物 2 祭り・誕生日 15

その他 1 その他 35

魚種 回答数 料理方法 季節
ブリ・ハマチ 273 生 62 春 2

焼く 147 夏 3
煮る 64 秋 6
蒸す 冬 122

揚げる 2 正月 76
汁物 祭り・誕生日 1

その他 1 その他 22
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表 6 アンケート回答者の豊かな海づくり活

動に対する認知度 

回答項目
①おおむね

知っていた

②まあ知って

いた

③あまりよく

知らなかった

④知らなかっ

た
総計

回答数 271 505 989 579 2344

比率(%) 11.6 21.5 42.2 24.7 100.0

回答項目は表1aの設問10を参照
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また，設問 11 の豊かな海に向けた活動への参加意

欲は，設問 10 の認知度が高いほど参加意欲が高く

なる傾向がみられた（χ2（6） = 60.64, p < 0.01）（図 8）．

年齢別の認知度（設問 4 の①，②回答者比率）では

50 才代以上が高く，特に 20 才代が低い傾向がみら

れた（図 9）．設問 11 の豊かな海の活動に①できれば

協力をしたいと回答した人は 74.3%にのぼった（表 7）．

設問 11 の豊かな海に向けた活動への参加意欲の違

いによって，設問 6 の魚の嗜好が有意に異なってお

り（χ2（8） = 61.43, p < 0.01），参加意欲が高い回答者

は，魚介類が好きな傾向がみられた（図 10）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

12才以下
13～19才

20代
30代
40代
50代
60代

70代以上

アンケート設問10の回答比率
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図 9 アンケート回答者の年代別豊かな海づ

くり活動に対する認知度 

表 7 アンケート回答者の豊かな海づくり活

動への参加意欲 

回答
①できればし

たい

②わからな

い
③したくない 総計

回答数 1738 579 23 2340

比率 74.3 24.7 1.0 100.0

回答項目は表1aの設問11を参照

図 7 アンケート回答者の豊かな海づくり活

動認知度の経年変化 
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図 6 アンケート回答者の居住地域別豊かな

海づくり活動の認知度 
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図 8 アンケート回答者の豊かな海づくり活

動の認知度別参加意欲 
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考 察 

 アンケート調査の結果，好きな寿司ネタは，サーモ

ン，ブリが上位となった．これは，回転寿司に関する

消費者実態調査と同様の結果であった（マルハニチ

ロ株式会社，2022）．特にサーモンは「脂がのってい

る」，「甘みがある」などの特徴があり，国外（中国，シ

ンガポール等）においても人気が高く，回転寿司では

廃棄ロスが少ない優良食材であることが知られている

（福田ら, 2021）．よって，消費者や店舗からのニーズ

が高いと推察され，県内各地で養殖され始めたご当

地サーモン（池田成己，2022）の安定生産を推進し，

県内各地の特色等の宣伝を強化することで，県内養

殖サーモンをきっかけとした魚食普及の促進が期待

できると考えられた． 
魚介類を食べる頻度は，少なくとも 1 週間に 1 度は

食べる人が大半を占めていたが，13～19 才（学生世

代）の食べる頻度が他の年代に比べてやや低かった．

そのため，魚食普及をより推進するためには，この世

代へ魚食に興味を持ってもらうことが有効と考えられ

た．多々納ら（2017）は，大学生らは魚料理を嗜好し

ているにも関わらず，骨処理，生臭さ，後片付けを嫌

う傾向があり，実際には魚料理を食べている人が少

なく，若いころからの魚料理を食べる機会を増やすこ

との重要性を指摘している．このため，漁協青壮年部

活動などを活用して，大学生協（学食）等での地元食

材使用への働きかけや，地域に根差したおいしい食

べ方（例えばにらみ鯛（塩焼き鯛），宝楽焼き，ズワイ

ガニのカニすき，焼きガニ等）を提案すること，そして

若年層の利用率が高い SNS 等で魚介類料理の情報

を伝えること等が効果的であると考えられた．また，魚

食や水産業に関する科学的知見を平易に説明し，

興味を持ってもらえるような対面参加でのサイエンス

カフェなども効果的に学生に訴求できよう．実際，神

戸常磐大学において 2022 年 1 月に，イカナゴの減

少や養殖ノリの課題に関する最新研究について（兵

庫県立農林水産技術総合センター水産技術センタ

ー, 2020; 魚住・西川, 2022; 高倉ら, 2022），漁業

者，当センター研究員および大学教員を講師として，

大学生および一般市民を対象にサイエンスカフェを

実施した．後日，大学生が改めて詳細な研究内容を

当センターや漁業者のもとに学びに来るなどの反響

があった． 
魚介類がきらい，大きらいという回答（設問 6）は，

回答全体の 2.2%しかなく，料理する人と回答者の魚

介類に対する嗜好は同調する傾向にあった．したが

って，料理する人，具体的には子育て世代への魚の

おいしい食べ方の伝授が，次世代に魚食をつなげて

いくために重要である．そのような観点から，料理す

る人と食べる人の双方に魚食を訴求できる，子供達

（12 才以下）と親世代（40 才代）が一緒に参加できる

料 理 教 室 （ JF 兵 庫 漁 連 SEAT-CLUB. 
https://www.seat-sakana.net/kyoushitsu-info/, 2023 年

7 月 20 日）は効果的であると考えられた． 
兵庫県に定着している魚食文化の代表的なものと

して，瀬戸内海ではお正月のマダイ，ブリ，春のイカ

ナゴが挙げられる．例えばイカナゴは，家庭でくぎ煮

をつくり，親戚や近所に配るといった春の地域的な交

流のツールにもなっている．お正月の焼き鯛は「にら

み鯛」と呼ばれ，縁起ものとして，関西地方の伝統的

な風習である．また，日本海のズワイガニは，古くから

民宿でカニ料理として振る舞われ，地酒や温泉ととも

に，冬の観光客をもてなす町の文化を担っている．こ

れらの魚種は，古くから食されているブランド価値の

高い水産物として，漁獲解禁時やイベント（行事）時

に消費される傾向がある．そのため，食べ方や調理

法が文化として定着していない魚種についても地域

の行事等に関連付けることで魚食普及につながる可

図 10 アンケート回答者の豊かな海づくり活

動への参加意欲別の魚介類嗜好 
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能性が考えられた．他方，養殖マガキ収獲量は，西

播地域で増加しており，マガキの認知度は県外に比

べ県内で高い傾向がみられたことから，比較的新し

い魚食文化として兵庫県に定着しつつあると考えら

れる．今後は県外向けにも認知度向上が期待される．

このような魚食文化を維持または創出するためには，

消費者や水産関係者が，水産物の購入や行政的な

施策・事業面から漁業を支援し，漁業者と一体となっ

て，魚食普及活動を継続していく必要がある． 
魚食の前提となる魚介類の供給には，兵庫県内で

生産性の高い漁業が安定的に行われる必要がある．

そのためには，豊かな海（生産性の高い海）を次世代

につなぐことが重要であり，兵庫県では官民が連携し

て協議会を設立し，豊かな海づくり活動を実施してい

る．2019 年度と本アンケート調査の結果から，当該活

動の認知が高い人ほど，活動への参加意欲が高い

傾向が確認された（図 8，中桐・高倉, 2021）．また本

調査から，活動意欲と魚食の嗜好に関係性が認めら

れ，魚食の嗜好が強いと活動意欲が高くなる可能性

が示された．県民等に対し，豊かな海づくり活動の内

容と結果，それに関連した研究成果（兵庫県立農林

水産技術総合センター水産技術センター, 2020; 中

桐・高倉, 2021; 魚住・西川, 2022）の周知を図り，認

知度を向上させること，魚食普及により魚食の嗜好を

高めることは，豊かな海づくり活動への参加意欲の向

上にもつながる可能性が考えられた． 
豊かな海づくり活動の認知度は，ここ2年間で有意

に向上がみられた．特に県内，近畿での活動の認知

度は，新しい考え方などの普及が人々の間で飛躍的

に上昇（離陸）する一定水準（クリティカル・マス，20%
～30％）を超え，周知が加速する段階（ロジャーズ，

1990）にあると考えられる．豊かな海づくり活動の計

画づくりや普及の進め方として，PDCA サイクルに広

報・周知（Public relations）を加えた PPDCA サイクル

を効果的に活用することが提案されている（中桐・高

倉，2021）．兵庫県では，2022 年 11 月 13 日に全国

豊かな海づくり大会が開催され，豊かな海づくりに関

する大規模な PR 活動を実施した．豊かな海づくり活

動の認知度上昇は，その効果が顕在化してきた可能

性が考えられる．今後は，特に有効だった周知手法

を特定し，県外地域にも周知を進めることによって，

活動の活性化や魚食普及の推進を継続する必要が

ある． 
設問 3 から，地域の水族館等大きな集客施設での

企画展では，子供に人気の生体展示を活用すること

によって，魚食の知識や水産業に関する教育，最新

研究情報の提供が可能であると考えられた．このた

め，企画展を継続的に実施することで，リピーターが

増加し，来場者に対する認知度向上の波及効果は

大きい可能性がある．Nielsen（2012a, b），宮入（2014）

は，専門家による研究等の過程で得られたデータを

オープンに共有すること（オープンサイエンス）で，参

加者である地域住民からの支援や協力が得られると

ともに，研究をより効率よく発展させる可能性があると

指摘している．対面のみならず Web 上でリピーターの

範囲を拡張することができれば，多くの人々が研究を

持続的に支えることにつながり，その成果がフィード

バックされることで，課題の明確化や活動への認知

度を高める相乗効果が期待される． 
年齢別認知度が最も低い 20～30 代（大学生や若

手社会人等）や県外地域への魚食普及および豊か

な海づくり活動を周知する上では，近年，若年層で

利用が増加している YouTube 等の動画サイトでの情

報発信，インターネットでのインフルエンサー（オピニ

オンリーダー）の活用を強化することが効果的である

と考えられる（橋元, 2018）．近年，新たなマーケティ

ング方法として生放送の動画内で商品やサービスを

紹介するライブコマースが注目されており，専門性の

高いインフルエンサーによる広報で，消費者の購買

行為（衝動購買行為，ハーディング購買行為）を発生

させやすいことが指摘されている（林・南川, 2022）．ま

た，ある物事や状況に対する個人の態度は，認知，

感情，行動傾向の 3 つの成分の合体と仮定すること

ができる（Rosenberg and Hovland, 1960）．地域の魅

力あるインフルエンサーを活用し，徐々に県外へと範

囲を拡大しながら広報活動を継続することによって，

人々の魚食への興味，そして豊かな海づくり活動へ

の認知，活動に対する好感度・肯定感の向上を促し，

行動意欲を飛躍的に高められると考えられた． 
魚食の復権は，漁業停滞の本質的問題である地

域住民意識における漁業離れや関心低下を防ぎ，

漁業と自分達の生活が密接に関係していること，地
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域食文化の再発見，漁業への興味，関心を向上させ

ることにつながる（田村・木谷, 2014）．豊かな海づくり

活動の認知度向上を継続し，地域が一体となった魚

食普及や豊かな海づくり活動を推進することにより，

漁業の活性化，漁業者の海を守る意識醸成が図られ

ることを期待したい． 
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Recently, concern has arisen that consumption of fishery products has been decreasing because 
of decreasing interest in fisheries and the ocean in Japan. To resolve these adverse trends, 
countermeasures of many kinds must be carried out through industry–government cooperation to 
promote fish consumption and to create a bountiful sea. Methods to enhance the effectiveness of 
these activities must also be established. Therefore, a questionnaire survey was conducted at a 
special exhibition at the Suma Marine Aquarium in Kobe to investigate visitors’ fish consumption 
habits, awareness, and attitudes related to creation of a bountiful sea. The survey results indicate 
that the more a cook in a household prefers to eat fish, the more young eaters prefer to eat fish. The 
findings suggest that fish preferences and awareness of bountiful sea creation activities might 
increase interest in a bountiful sea and might increase willingness to participate in the activities. 
Results of surveys administered during fiscal year 2019 and 2021 indicated a significant increase in 
awareness of activities through public relations and events during the past two years. Therefore, 
cooking classes for parents and children are regarded as effective for promotion of fish consumption, 
as are open science events. Using video sites and influencers for public relations are expected to be 
effective to enhance people’s fish consumption and attitudes about creating a bountiful sea.  

 
 
Key Words : bountiful sea, fish consumption, influencer, open science 
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